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＜病棟連絡事項＞
・R2.12.8、R2.12.24、R2.12.28の各グループ内研修のお知らせがWIZ掲示板に掲載されています。各自掲示板より研修の詳細を確認し、出席して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～主治医より持参薬の頓服薬(不眠時・疼痛時)について、IFオーダーを追加して頂いている。
・市澤　ミツヱ様～臨時薬はロキソプロフェンNa 180mg→120mg・レバミピド300mg→200mgへ減量、他同内容で8日分処方。
・五十嵐　貞夫様～ここ最近、準夜帯から深夜帯にかけての不眠が目立ってきている。主治医へ情報提供し、不眠時IFオーダーの追加(不眠時デエビゴ錠(5)1T)と同薬10回分を処方。又、臨時薬も一部処方内容変更(ベルソムラ15mg中止、クエチアピン12.5mg→25mgへ増量)となり、12/3～の8日分の処方あり。ケアマネのケアプランセンターオードリー絆のヤマダ様より本人の様子について電話あり。情報提供している。

・澤口　利香様～ハップスターの残数少なくなってきている為、主治医へ情報提供し、2袋処方となる。
・小笠原　久年様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・若沢　理子様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・丹内　栄子様～臨時薬一部内容変更(フルメジン3mg→2mgへ減量、ベロスピロン塩酸塩12mg追加)となり、他同内容にて7日分処方。
・立花　圭様～青山荘見学の為、母様・西山Ns付き添いにて外出に行かれ、無事帰院されている。帰院後、西山Nsより下記情報提供。次回12/4　9：30～15：00体験利用予定。当日までに体験利用契約書(2部)の本人記載欄を書かせ、当日青山荘へ届けるようにとの事。又、当日は内履き・歯磨きセット・内服薬(12/4昼分)を持参させるようにとの事。12/4外出申請済み。
＜入院・入室状況＞
【ユニット移動】
・河津　繁吉様：東Cユニット4号室→東Bユニット2号室

・坂本　福子様：東Aユニット10号室→東Bユニット1号室

・高山　勘吉様：東Aユニット13号室→東Cユニット4号室

【入院】
・宮本　啓司様：東Aユニット10号室

・中川　洋子様：東Aユニット9号室

【転出】
・土川　貴広様：東Bユニット2号室→西Bユニット26号室

・小泉　裕子様：東Bユニット1号室→西Bユニット24号室

【転入】
・長瀬　伸也様：西Bユニット29号室→東Aユニット9号室※

　※転入時。転入後に部屋移動で東A 9→東A 13へ移動済み。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～身体拘束中。不穏や興奮さは無く、服薬拒否もなし。不穏や興奮さ、介入時にスタッフに対し攻撃的な言動はない。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入し迷惑行為があるため、早めに開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。要求の過度さはなく、スタッフ対面時は不機嫌さなく穏やかである。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・河津　繁吉様～各食全量摂取。流涎や歩行時のふらつきなく、疎通良好。穏やかに過ごしている。

・坂本　福子様～昨日入院。不穏や興奮さは無く対面時等は穏やかである。他者とのトラブルは無い。
・長瀬　伸也様～精神症状悪化の為、療養環境目的にて西Bユニット29号室→東Aユニット13号室へ転入となる。転入後、弁護士との面会等について、スタッフを変えては一方的に話してくるが、内容は一貫性が無く、話題が様々な事に及び、まとまりが無い。一通り傾聴し、自室で休む事を説明。応じてはいる。粗暴的行動は無い。
・小泉　安隆様～16:30ホールテレビ前で奇異的な行為あり。テレビの上をトントン叩いたり、他者のスマホの画面をひたすらに意味なくトントン指先でタッチしている。理由を尋ねると、「ゲ、ゲームしてたよね」とかなりの呂律不良で話す。頭部から冷や汗あり。顔色不良。血圧右202/124㎜Hg、左211/130㎜Hg、脈拍70回/分(不整脈なし）、体温36.5℃、酸素飽和度99％。田名部Drへ状態報告し、頭部CT・心電図検査の指示あり。16:40四肢冷感あり。顔色・爪床チアノーゼ様見られるも酸素飽和度99％。田名部Drへ再度報告し、指示にて血糖測定実施し血糖値39mg/dlと低血糖あり。田名部Drへ低血糖の件を報告し、経口より50％ブドウ糖液20ml内服の指示。CT室へ移動する際も歩行困難でスタッフ2名介助・誘導にて車椅子で移動。頭部CT・心電図施行している。又、検査終了後に指示の50％ブドウ糖液20ml経口内服行っている。経口内服後は徐々に疎通図れるようになっており、EV内では「いつから変になってました？」とスタッフに確認している。急変時の状態を本人に伝えると「そうだったんですか？迷惑掛けました…。」と話されている。17:15田名部Dr来棟され、診察。頭部CT検査・心電図検査共に異常所見無し。胃癌にて胃切除が行われている既往と食事は昼に全部摂取できていた事、又、発症が食後2～3時間後である時間関係から「後期ダンピング症状群」との診断あり。今後も低血糖発作が生じる可能性はあると思われるとの事。食事を一回あたりの量を減量(ハーフ食へ変更)、回数を多くして4回/日としていくように検討するとの事。その後、栄養スタッフより12/2から昼食時にクリミール2本をつけ、それを病棟で保管しておき、15:00に飲用させるようにと田名部Drからの指示があったとの連絡を頂いている。本日は22:00に再度血糖測定、12/2より各食前血糖測定(8時・12時・18時)と低血糖時(血糖値60mg/dl未満の時)50％ブドウ糖液経口内服のIFオーダーを追加して頂いている。血糖測定に関しては低血糖様の症状が見られた際には各食前以外でも実施していいとの指示も受けている。

＜馬渡Dr診察情報＞(馬渡Dr不在にて田名部DrよりR2.12.8迄の処方頂いている。)

・宮崎　宏之様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・高山　勘吉様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・中村　留理子様～臨時薬同内容にて7日分処方。
・河津　繫吉様～臨時薬はリスペリドンOD 2mg終了、他同内容で7日分処方。
・加賀　イト様～臨時薬同内容にて7日分処方
・鈴木　善清様～臨時薬同内容にて7日分処方
＜新入院患者様情報＞
日　　時：R2.12.1　12:55
氏　　名：宮本　啓司（みやもと　けいじ）様

生年月日：昭和26年1月24日（69）

病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：男性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病棟：東病棟Cユニット4号室

(経過）

　現在独居生活。元々は税理士として勤務していたが定年を迎える前に退職。以前より酒びたりの生活を送っており、母が死去後も保険金をつぎ込み飲酒していた。現在は困窮している為に酒量は以前より減っているようだが量、種類不詳であった。プライドが高く、家族に対しては見下したような態度、威圧的な言動が多かった。R1年8月、施設入所に向け、町の精神保健福祉士泉山様が介入し介護保険申請しようとしたが、本人の強い受診拒否により申請に至らず。以降、何度か訪問を続けていたが保健師の顔も覚えていなかった。また、前日に話した内容も忘れていた。保清が保てず髭・髪は伸びっ放しであり浮浪者のような出で立ちでコンビニエンスストアにて食事を摂っていたが、感染症拡大の影響により最近は他所の家の軒下や駐車場で食事をしている。また、そのことを注意されると逆上している。R2年10月後半、スーパーで万引きしたが警察からは「事件でなければ動けない」と逮捕等はされず帰宅。洗濯機や風呂は壊れ、ガスも使っていないようであり、これから冬を迎えるにあたって不安な状況でもあった。易怒的であり、他者の介入も拒むため家族は遠巻きに見守っているしかなかった。万引きの再発も不安であり、何とかして精神科に繋げ、飲酒から遠ざけた生活で介護保険施設入所を目指したい為、鑑別診断・専門治療目的でR2.12.1当院受診。診察にて御家族より入院加療への同意得て、東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
日　　時：R2.12.1　15:13
氏　　名：中川　洋子（なかがわ　ようこ）様

生年月日：昭和39年11月8日（56）

病　　名： 統合失調症、最重度知的障害
性　　別：女性
主 治 医：金Dr(サポート医：田名部Dr)
入院形態：医療保護入院

病棟：東病棟Aユニット9号室

(経過）
　乳幼児期より言語発達・運動機能の発達の遅れがあり、S48.2.1公立もみのき学園に入所。S60年4月には知的障害者更生施設「あかしや寮」に入所。同時期より独語・空笑が目立ち、易怒的で他者とトラブルとなることがあり、S60年4月湊病院を初診。以後、同院への通院を継続。H13年4月に当院へ転医して、以後は青南病院への通院を継続。易怒的・易刺激的で、他利用者の頸を絞めるなどの粗暴行為が顕著となり、H21.5.27当院へ1回目の入院。H21.7.8退院後はあかしや寮へ再入所となり、青南病院への通院を継続。R2.11月頃より、自身の要求が通らない事で自傷行為やスタッフへの暴力行為が目立ち始めていた。昨日、スタッフや他利用者への暴力行為が持続し、都度制止行っていたが首を絞める、トイレ利用中の利用者に襲い掛かる等の行為があり、施設での対応困難となり、本日受診。薬剤調整、症状改善目的にて当院2回目の医療保護入院となる。
